
越前市役所（議場）

滑川市役所

瀬戸内市役所

尼崎市役所

独
自
の
教
科
で
ま
ち
の
将
来
を
支

え
る
人
材
育
成
を
図
る

科
学
・
理
数
・
も
の
づ
く
り
教
育
の
推
進

に
つ
い
て（
富
山
県
滑
川
市
）

空
き
家
活
用
・
移
住
促
進
の
た
め

対
応
を
一
元
化

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）

複
雑
な
課
題
解
決
の
た
め
連
携
し

た
体
制
を
整
備

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

町
ぐ
る
み
で
楽
し
く
健
康
づ
く
り
を

推
進

健
康
・
予
防
日
本
一
ふ
じ
え
だ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て（
静
岡
県
藤
枝
市
）

　
滑
川
市
は
、
市
民
1
人
当
た
り
の
製
造
品
出
荷
額
が

富
山
県
内
第
1
位
の
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
滑
川
」
を
支
え
る
人
材

の
育
成
を
図
る
た
め
、
滑
川
市
独
自
の
教
科
「
科
学
の

時
間
」
を
設
け
て
、
小
中
学
校
で
の
科
学
・
理
数
・
も

の
づ
く
り
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

　
探
究
的
な
活
動
を
重
視
し
た
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
り
、
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
滑
川
」
の
将
来
を
支
え

る
人
材
育
成
が
実
施
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
地
域
の

教
育
資
源
を
活
用
し
な
が
ら
各
学
校
が
特
色
あ
る
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
の

育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
。
さ
ら
に

は
、
子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
お
り
、
滑
川
市
の
独
自
の
教
科
で
習
得
で
き
る

こ
と
は
、
知
識
や
技
能
に
加
え
、
学
ぶ
意
欲
な
ど
多
岐

に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
瀬
戸
内
市
で
は
、
従
来
、
市
が
取
り
組
ん
で
き
た
移

住
促
進
や
、
空
き
家
活
用
に
係
る
施
策
を
一
元
的
に
企

画
・
運
営
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
瀬
戸
内
市
移
住
交
流

促
進
協
議
会
が
設
立
さ
れ
た
。
毎
年
1
0
0
世
帯
程
度

の
移
住
が
あ
り
、
20
～
40
代
が
75
％
を
占
め
て
い
る
。

　
協
議
会
で
は
、
空
き
家
・
移
住
な
ど
の
関
係
部
署
、

I
J
U
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、
先
輩
移
住
者
、
集
落
対
策

の
各
取
り
組
み
を
一
体
的
に
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
、
移
住
相

談
等
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
。
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

は
、
移
住
に
関
す
る
専
門
の
窓
口
と
し
て
地
域
の
空
き

家
情
報
の
整
理
・
提
供
を
行
い
、
市
の
補
助
制
度
を
活

用
し
て
家
財
整
理
、
改
修
支
援
、
環
境
整
備
な
ど
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
。
環
境
整
備
の
面
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協

議
会
と
も
連
携
し
て
い
る
。
ま
ち
づ
く
り
は
地
域
と
の
連

携
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
痛
感
し
た
。

　
丹
波
篠
山
市
は
、
「
獣
害
」
を
「
獣
が
い
」
と
表

記
し
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り
な
が
ら
前
向
き
に
獣

が
い
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
獣
が
い
対
策
推
進
計
画
に
お
い
て
は
、
「
生
き
が

い
、
や
り
が
い
、
笑
顔
を
プ
ラ
ス
し
て
、
活
気
あ
る

集
落
を
増
や
す
」
「
地
域
の
獣
が
い
対
策
を
支
援
す

る
関
係
人
口
を
創
出
・
拡
大
す
る
」
こ
と
な
ど
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
掲
げ
、
市
内
外
か
ら
参
加
者
を
募

り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
防
護
柵
の
点
検
等
を
実
施

し
て
い
る
。

　
地
域
や
世
代
を
越
え
て
多
く
の
人
が
獣
が
い
対
策

に
関
心
を
持
ち
、
参
画
意
識
の
醸
成
に
結
び
付
い
て

い
る
こ
と
に
加
え
、
地
域
の
活
性
化
や
生
産
者
の
や

り
が
い
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
、
好
循
環
を
生
み
出

し
て
い
る
と
感
じ
た
。

　
養
父
市
は
、
平
成
26
年
に
中
山
間
地
農
業
の
改
革
拠
点

と
し
て
国
家
戦
略
特
区
に
認
定
さ
れ
て
お
り
、
養
父
市
の

提
案
に
基
づ
い
て
国
が
規
制
改
革
を
主
導
し
、
養
父
市
を

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
民
間
事
業
者
が
経
済
活
動
を
実
践
し

て
い
る
。

　
規
制
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
に
は
、
農
業
生
産
法
人
の
要
件

緩
和
、
企
業
に
よ
る
農
地
取
得
の
特
例
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
10
者
以
上
の
事
業
者
が
農
業
法
人
を
設
立
し
て

農
業
に
参
入
す
る
と
と
も
に
、
営
農
面
積
の
拡
大
や
未
作

付
け
地
・
耕
作
放
棄
地
の
再
生
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
が
契
機
と
な
り
、
雇
用
の

創
出
や
移
住
が
増
加
す
る
と
と
も
に
、
全
国
の
自
治
体
や

企
業
、
海
外
か
ら
の
訪
問
者
な
ど
、
養
父
市
へ
の
視
察
依

頼
は
後
を
絶
た
な
い
。
規
制
改
革
の
取
り
組
み
は
地
方
創

生
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ク
P
F
I
制
度
は
、
都
市
公
園
内
で
飲
食

店
な
ど
の
施
設
と
広
場
や
遊
具
等
を
設
置
・
管
理

す
る
民
間
事
業
者
を
公
募
で
選
定
し
、
公
園
の
利

便
性
と
魅
力
の
向
上
を
図
る
も
の
。

　
堺
市
は
、
3
つ
の
公
園
で
同
制
度
を
導
入
し
て

お
り
、
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ア
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

生
か
し
て
カ
フ
ェ
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
な
ど
の

整
備
を
行
っ
て
い
る
。

　
三
条
市
は
、
燕
市
と
共
に
未
開
発
と
な
っ
て
い

る
公
園
に
つ
い
て
同
制
度
を
活
用
し
た
事
業
者
の

募
集
を
行
っ
た
が
、
2
回
に
わ
た
り
応
募
が
な

か
っ
た
。
堺
市
の
公
園
周
辺
に
は
、
世
界
遺
産
な

ど
の
歴
史
的
建
造
物
や
体
育
館
、
野
球
場
な
ど
、

市
内
外
か
ら
の
集
客
に
寄
与
す
る
施
設
等
が
あ

り
、
こ
う
し
た
条
件
が
な
け
れ
ば
同
制
度
の
導
入

は
難
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
今
後
、
慎
重
な
検

討
が
必
要
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
少
子
高
齢
化
や
暮
ら
し
の
多
様
化
な
ど
、
時
代
の
変
化

を
背
景
に
複
雑
・
複
合
化
す
る
課
題
や
、
社
会
的
孤
立
・

排
除
の
問
題
に
向
き
合
う
た
め
、
尼
崎
市
で
は
、
市
民
や

支
援
に
携
わ
る
関
係
者
が
共
に
協
力
し
解
決
に
取
り
組
む

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
。
令
和
4
年
度
か
ら
重
層
的
支
援

体
制
整
備
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
重
層
的
支
援
推
進
担

当
（
課
）
を
新
設
し
、
保
健
と
福
祉
の
一
体
的
な
支
援
体

制
や
、
子
ど
も
に
関
す
る
総
合
的
な
支
援
体
制
な
ど
を
整

備
し
た
。

　
関
係
者
間
の
情
報
共
有
や
協
議
に
よ
り
世
帯
全
体
の
課
題

が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、専
門
機
関
ご
と
の
着
眼
点
か
ら
支

援
の
方
針
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
解
決
の
手
段
を
多
方
面
か
ら
検
討
で
き
る
こ
と
は
、
選

択
肢
が
増
え
る
こ
と
で
も
あ
り
、
相
談
者
に
と
っ
て
も
ア

プ
ロ
ー
チ
の
面
で
も
理
想
に
近
い
形
で
あ
る
と
思
っ
た
。

　
藤
枝
市
は
、
「
健
康
・
予
防
日
本
一
」
を
掲
げ
、

市
民
参
加
型
の
健
康
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
る
。

「
健
康
」
「
食
育
」
「
歯
や
口
の
健
康
」
を
3
本
柱

と
し
た
第
3
期
元
気
ふ
じ
え
だ
健
や
か
プ
ラ
ン
を
策

定
し
、
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推

進
す
る
。

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
や
、
体
重
計
測

や
禁
煙
な
ど
の
健
康
行
動
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
付

与
・
協
力
店
で
の
割
引
等
に
よ
り
健
康
的
な
生
活
習

慣
の
定
着
に
導
く
。
ま
た
、
医
師
会
と
連
携
し
て
事

業
所
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
運
動
の
実

技
や
講
話
を
通
じ
て
働
き
盛
り
世
代
の
健
康
増
進
を

図
る
。
そ
の
他
、
が
ん
検
診
受
診
の
積
極
的
な
啓
発

や
、
食
塩
摂
取
量
の
見
え
る
化
に
取
り
組
む
。

　
健
康
・
予
防
日
本
一
を
掲
げ
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と

実
感
さ
せ
ら
れ
る
多
く
の
実
践
事
例
を
学
ん
だ
。

藤枝市役所（議場）

丹波篠山市役所

養父市役所

堺市役所

獣
が
い
対
策
で
地
域
の
活
性
化
を

図
る

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
丹
波
篠
山
市
）

農
業
改
革
が
地
方
創
生
に
大
き
く

寄
与

中
山
間
地
に
お
け
る
農
業
改
革
に
つ
い
て

（
兵
庫
県
養
父
市
）

公
園
の
魅
力
と
利
便
性
の
向
上
を

図
る

パ
ー
ク
P
F
I
制
度
に
つ
い
て

（
大
阪
府
堺
市
）

　
越
前
市
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
支
援
等
を
通

し
て
地
域
と
つ
な
が
り
、
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場

所
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
健
や
か
な
自
立
を
促
す
た

め
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
生
活
習
慣
の
獲
得
や
学
習
習
慣
の
習
得
、
基

礎
学
力
等
を
身
に
付
け
る
た
め
の
支
援
、
社
会
経
験

や
交
流
体
験
が
で
き
る
環
境
整
備
を
施
策
の
方
向
性

と
し
、
放
課
後
の
さ
ま
ざ
ま
な
居
場
所
の
確
保
に
よ

り
子
ど
も
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　
越
前
市
の
取
り
組
み
の
特
徴
と
し
て
、
画
一
的
な

内
容
の
運
営
で
は
な
く
、
個
性
の
あ
る
居
場
所
が
多

数
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
居
心
地
が
良
い
と
感

じ
る
居
場
所
の
選
択
、
家
庭
や
子
ど
も
た
ち
が
置
か

れ
て
い
る
状
況
に
応
じ
た
居
場
所
の
選
択
が
で
き
る

こ
と
で
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も
保
護
者
に
と
っ
て
も

安
心
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
た
。 個

性
豊
か
な
放
課
後
の
居
場
所
づ

く
り
で
子
ど
も
を
支
援

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

（
福
井
県
越
前
市
）

市
民
福
祉
常
任
委
員
会

令
和
5
年
10
月
25
日
～
10
月
27
日

◎
森
山 

昭
、
○
武
藤
元
美
、
山
田
富
義
、

　
竹
山
嘉
一
、
内
山
信
一
、
笹
川
信
子

経
済
建
設
常
任
委
員
会

令
和
5
年
11
月
8
日
～
11
月
10
日

◎
坂
井
良
永
、
○
武
石
栄
二
、
西
川
重
則
、
白
鳥 

賢
、

　
西
村
邦
明
、
阿
部
銀
次
郎
、
長
橋
一
弘
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